
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に

質
問　
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
創
設
に
加

え
、
市
の
特
定
健
康
診
査
に
お
い
て
聴
覚
検

査
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
健
診
項
目
に
よ
り
実
施
。
聴
覚

検
査
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
実
施
し
て
い
な
い
。

意
見　
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
は
令
和
７
年

１２
月
時
点
で
都
内
２６
市
中
１６
市
が
実
施
。
都

の
補
助
を
受
け
支
援
を
す
る
行
政
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
。

質
問　
私
道
の
整
備
に
関
す
る
工
事
の
種
類

や
補
助
対
象
、
補
助
率
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
東
久
留
米
市
の
私
道
整
備
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
同
規
則
に
基
づ
き
実
施
。
種
類

は
、
舗
装
工
事
、道
路
排
水
工
事
、下
水
道
管

埋
設
工
事
の
３
種
類
。
補
助
対
象
は
道
路
幅

員
や
起
点
・
終
点
等
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
。
補
助
率
は
要
件
に
よ
り
５０
％
か
ら
１００
％
。

質
問　
私
道
の
寄
附
は
可
能
か
。

答
弁　
一
定
の
受
領
基
準
を
設
け
て
対
応
。

ま
ず
は
、
都
市
建
設
部
管
理
課
に
相
談
。

北
村　
の
り
子

�

（
日
本
共
産
党
）

変
化
を
力
に
、未
来
を
拓
く
ま
ち
へ

質
問　
連
絡
所
の
あ
り
方
検
討
報
告
書
の
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
、
公
金

納
付
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
等
を
整
備
し
「
連
絡
所
と
い
う
場
所

で
の
業
務
は
取
り
止
め
、
他
の
手
法
等
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

要
望　
こ
の
結
論
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
や
キ
オ
ス
ク
端
末
の

利
用
促
進
等
の
取
り
組
み
に
注
力
す
る
こ
と

は
合
理
的
で
あ
り
、
十
分
理
解
で
き
る
。
今

後
の
跡
地
活
用
の
検
討
は
、
市
民
全
体
に
と

っ
て
最
も
効
果
的
な
活
用
と
な
る
よ
う
要
望
。

質
問　
東
京
に
お
け
る
宅
地
開
発
の
無
電
柱

化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
概
要
お
よ
び
本

市
の
規
制
区
域
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
開
発
事
業
者
に
は
、
開
発
許
可
申
請

時
に
開
発
許
可
権
者
へ
無
電
柱
化
の
実
施
計

画
を
届
け
出
る
こ
と
を
義
務
付
け
。
本
市
で

は
浅
間
町
地
区
が
規
制
区
域
と
見
込
ま
れ
る
。

沢
西　
卓
哉

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

竜
馬
よ
、財
政
力
危
機
を
乗
り
越
え
ろ
！

質
問　
富
田
市
政
２
期
目
は
順
調
に
ス
タ
ー

ト
し
、
安
定
し
て
い
る
が
、
財
政
は
決
し
て

安
定
し
て
い
な
い
。
東
久
留
米
市
の
今
の
財

政
力
で
す
べ
て
の
事
業
実
施
は
不
可
能
。
優

先
事
業
と
取
り
や
め
る
事
業
の
判
断
が
重
要
。

そ
れ
だ
け
の
危
機
感
を
持
っ
て
市
政
に
臨
む

べ
き
。
竜
馬
が
来
る
事
業
は
、
市
長
自
ら
市

民
団
体
の
も
と
へ
出
向
い
て
話
し
合
う
と
て

も
良
い
事
業
。
ぜ
ひ
今
後
も
継
続
を
。

市
長　
次
年
度
以
降
、
参
考
に
す
る
。

質
問　
デ
ジ
タ
ル
化
も
民
営
化
も
公
務
員
の

削
減
に
つ
な
が
っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
改

革
の
最
大
の
柱
で
あ
る
定
員
適
正
化
計
画
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　
新
た
な
計
画
を
８
月
に
ま
と
め
る
。

質
問　
東
久
留
米
駅
西
口
の
違
法
建
築
状
態

を
解
消
し
大
規
模
改
修
す
る
取
り
組
み
を
評

価
す
る
が
、
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
。
も
っ
と

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
は
。

答
弁　
今
年
度
は
都
市
計
画
事
業
認
可
の
取

得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

宮
川　
豊
史

�（
久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

こ
ど
も
の
権
利
か
ら
児
童
館
の
在
り
方
を

質
問　
ど
の
エ
リ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
も
居
場

所
で
あ
る
児
童
館
に
行
け
る
こ
と
が
大
事
。

市
内
の
こ
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
い
て
考
え
て

い
く
べ
き
で
は
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　
施
設
面
・
人
材
面
に
つ
い
て
、
児
童

館
を
よ
り
魅
力
的
に
し
、
多
く
の
こ
ど
も
た

ち
や
保
護
者
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
ど
も
た
ち
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
指

定
管
理
者
と
と
も
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
児

童
館
の
今
後
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
の
中
で
検
討
が
図
ら
れ
る
。

質
問　
東
久
留
米
市
第
三
次
緑
の
基
本
計

画
・
生
物
多
様
性
戦
略
の
中
間
見
直
し
に
向

け
て
、
緑
被
率
と
樹
冠
被
覆
率
の
調
査
を
希

望
す
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　
樹
冠
被
覆
率
を
指
標
と
す
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
本
計
画
に
お
い
て
は
、
樹
木
だ

け
で
な
く
農
地
や
草
地
な
ど
も
含
め
た
緑
の

総
量
を
把
握
す
る
指
標
と
し
て
緑
被
率
を
採

用
し
て
お
り
、
樹
冠
被
覆
率
は
指
標
と
し
て

位
置
付
け
て
い
な
い
。

鴨
志
田　
芳
美

�

（
日
本
共
産
党
）

地
域
の
魅
力
創
出
・
観
光
事
業
の
推
進

質
問　
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
西
武
線
沿

線
地
域
連
携
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
西
武
線
を
基
軸
と
し
た
広
域
的
な
連

携
を
通
じ
て
、
本
市
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
さ
ら
に
は
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
相
乗
効
果
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
度
は
市
域

を
越
え
た
街
バ
ル
を
実
施
予
定
。
新
た
に
西

武
池
袋
線
・
西
武
秩
父
線
沿
線
の
自
治
体
お

よ
び
西
武
鉄
道
で
構
成
さ
れ
る
西
武
線
沿
線

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
に
参
画
す
る
。

質
問　
成
人
歯
科
検
診
事
業
に
つ
い
て
、
今

年
度
よ
り
対
象
年
齢
を
拡
大
し
て
い
る
が
、

拡
大
の
背
景
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
従
来
の
制
度
で
は
、
２０
代
、
３０
代
は

定
期
的
な
公
的
歯
科
検
診
の
対
象
外
だ
っ
た

が
、
近
年
、
こ
の
世
代
の
歯
周
病
罹
患
率
が

上
昇
し
、
全
身
の
健
康
リ
ス
ク
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国

に
お
い
て
節
目
検
診
の
対
象
に
追
加
し
た
。

野
島　
武
夫

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

公
共
施
設
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

質
問　
今
後
の
公
共
施
設
整
備
に
向
け
た
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
伺
う
。

答
弁　
今
後
の
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る

財
政
面
か
ら
の
検
証
を
行
い
た
い
と
考
え
、

財
政
フ
レ
ー
ム
を
作
成
す
る
手
法
は
取
ら
ず

に
、
実
施
予
定
事
業
に
係
る
費
用
と
そ
れ
に

対
す
る
特
定
財
源
の
調
査
・
検
討
、
財
源
と

し
て
地
方
債
を
活
用
す
る
場
合
は
そ
れ
に
よ

る
将
来
負
担
な
ど
を
推
計
し
、
市
の
財
政
に

与
え
る
影
響
を
予
測
す
る
考
え
。
将
来
に
係

る
財
政
負
担
の
お
お
よ
そ
の
ウ
エ
ー
ト
を
把

握
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

質
問　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
期
間
は
、
ど

う
な
る
か
伺
う
。

答
弁　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
期
間
は
令
和

９
年
度
か
ら
２８
年
度
ま
で
の
２０
年
間
を
想
定

し
、
現
時
点
で
事
業
開
始
時
期
が
明
確
で
は

な
い
も
の
も
あ
る
が
、
事
業
始
期
、
事
業
費

お
よ
び
特
定
財
源
の
予
測
に
努
め
、
各
年
度

に
お
け
る
負
担
の
度
合
い
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

す
る
考
え
。

島
崎　
孝

�

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

質
問　
市
内
の
指
定
介
護
事
業
者
の
指
定
の

一
部
効
力
の
停
止
処
分
が
あ
っ
た
と
市
よ
り

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
①
発
覚
し
た
経
緯
、

②
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
①
利
用
者
の
ご
家
族
か
ら
の
問
合
せ

に
よ
り
発
覚
。
②
改
め
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
へ
法
令
遵
守
の
徹
底
を
通
知
。
行
政
処

分
後
も
定
期
的
に
改
善
状
況
を
確
認
。
事
業

者
も
、
管
理
者
の
ほ
か
に
監
督
す
る
立
場
の

人
材
を
新
た
に
配
置
し
、
体
制
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
利
用
者
や
ご
家
族
へ
丁

寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
齢
者
等
世
帯
に
対
す
る
ご
み
出
し

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
を
要
介
護

１
か
ら
と
す
る
よ
う
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　
通
常
の
収
集
業
務
の
範
囲
内
で
対
応

可
能
な
ケ
ー
ス
に
限
り
実
施
し
て
い
る
。
新

た
な
費
用
負
担
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
、
現
在
の
要
件
お

よ
び
方
法
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

間
宮　
美
季

�（
市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

着
実
な
公
園
と
雨
水
管
整
備
に
期
待
大
！

質
問　
公
園
に
つ
い
て
、
①
す
み
れ
公
園
に

お
け
る
水
道
の
設
置
に
つ
い
て
、
②
遊
具
を

活
用
し
た
日
陰
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
①
令
和
８
年
度
に
予
定
し
て
い
る
整

備
に
合
わ
せ
て
設
置
予
定
。
②
遊
具
の
下
部

に
一
定
の
日
陰
空
間
が
生
じ
る
も
の
や
日
よ

け
機
能
を
備
え
た
製
品
も
あ
る
が
、
安
全
性

や
維
持
管
理
性
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
設
置

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要

が
あ
る
。
公
園
の
整
備
や
再
整
備
を
行
う
際

に
一
つ
の
要
素
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

質
問　
冠
水
対
策
に
つ
い
て
、
①
下
里
五
丁

目
４
番
先
の
雨
水
管
整
備
の
成
果
、
②
土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
明
示
の
工
夫
と
増
設
は
。

答
弁　
①
台
風
第
６
号
に
よ
る
当
該
箇
所
の

冠
水
状
況
に
つ
い
て
目
立
っ
た
冠
水
は
発
生

し
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
。
②
現
地
表
示
板

の
設
置
な
ど
効
果
的
な
周
知
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
増
設
に
つ
い
て
は
、
公
園
に
隣

接
し
た
ご
み
集
積
所
跡
地
な
ど
の
活
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

髙
橋　
和
義

�

（
公
明
党
）

中
学
部
活
動
の
費
用
補
助
制
度
に
つ
い
て

質
問　
拠
点
校
方
式
の
部
活
動
が
本
格
的
に

動
き
出
し
た
が
、
経
済
的
負
担
に
対
す
る
不

安
の
声
が
あ
る
。
本
市
の
部
活
動
に
関
す
る

費
用
を
補
助
す
る
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
東
久
留
米
市
立
中
学
校
部
活
動
等
補

助
金
が
あ
り
、
補
助
対
象
は
年
度
を
通
じ
て

実
施
す
る
部
活
動
事
業
お
よ
び
部
活
動
活
性

化
事
業
。
予
算
の
範
囲
内
で
部
員
数
等
を
基

に
各
学
校
の
補
助
金
、
交
付
金
額
の
上
限
を

配
分
し
、
学
校
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
交
付
。

質
問　
基
金
に
よ
る
債
券
運
用
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
と
令
和
８
年
度
当
初
の
状
況
は
。

答
弁　
７
年
度
当
初
、
国
債
、
政
府
保
証
債

で
約
７
億
円
の
債
券
運
用
を
行
っ
て
い
た
が
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
を
運
用
し
４
億
９
７

８
７
万
３
４
２
４
円
で
購
入
し
た
国
債
の
既

発
債
が
令
和
８
年
３
月
に
満
期
。
８
年
度
当

初
は
、
郷
土
美
術
館
建
設
基
金
よ
り
１
億
７

５
０
０
万
円
、
都
市
計
画
事
業
基
金
よ
り
２

５
０
０
万
円
を
運
用
し
購
入
し
た
政
府
保
証

債
２
億
円
の
債
券
運
用
と
な
っ
て
い
る
。

岩
崎　
さ
や
こ

�（
国
民
民
主
党　
東
久
留
米
）

就
労
問
わ
ず
柔
軟
な
保
育
利
用
が
可
能
に

質
問　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
ス
タ
ー

ト
。
①
申
請
や
利
用
状
況
、
②
利
用
料
は
。

答
弁　
①
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
総
合
支

援
シ
ス
テ
ム
で
の
４
月
末
時
点
の
暫
定
数
値

は
、
本
市
の
７８
世
帯
が
認
定
。
４
月
末
頃
ま

で
定
員
は
お
お
む
ね
埋
ま
っ
て
い
る
。
②
都

の
上
乗
せ
事
業
の
実
施
施
設
を
利
用
す
る
場

合
、
上
限
は
あ
る
が
無
償
化
の
対
象
。

要
望　
さ
ら
な
る
制
度
の
周
知
と
充
実
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　
は
し
か
流
行
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

①
都
の
緊
急
接
種
事
業
の
対
象
者
は
、
②
都

の
麻
疹
抗
体
検
査
事
業
で
市
負
担
の
な
い
抗

体
検
査
だ
け
で
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　
①
保
健
所
が
必
要
性
を
認
め
た
接
種

者
の
う
ち
、
は
し
か
患
者
と
の
接
触
か
ら
７２

時
間
以
内
、
は
し
か
の
既
往
歴
が
な
い
、
予

防
接
種
歴
が
１
回
ま
で
、
ま
た
は
不
明
等
の

条
件
に
該
当
す
る
接
触
者
で
希
望
す
る
者
。

②
対
象
者
の
把
握
が
難
し
い
点
や
実
施
事
例

等
に
よ
り
、
現
時
点
で
は
実
施
は
難
し
い
。

阿
部　
利
恵
子

�

（
公
明
党
）

校
外
学
習
の
安
全
対
策
を
万
全
に

質
問　
最
近
の
事
故
の
報
道
で
、
校
外
学
習

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
保
護
者
の
方
も
い
る
。

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
実
施
前
の
綿
密
な
計
画
、
保
護
者
へ

の
丁
寧
な
情
報
共
有
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
児
童
・
生
徒
の
生
命
と
安
全
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
と
し
、
各
学
校
に
対
し
て
、

第
１
に
事
前
準
備
と
現
地
調
査
の
徹
底
、
第

２
に
ア
レ
ル
ギ
ー
や
持
病
へ
の
個
別
対
応
、

第
３
に
熱
中
症
や
感
染
症
な
ど
の
保
健
衛
生

管
理
、
第
４
に
児
童
・
生
徒
自
身
の
危
機
予

測
能
力
を
向
上
さ
せ
る
事
前
安
全
教
育
の
推

進
、
そ
し
て
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
情
報
発
信

と
不
安
の
解
消
等
に
つ
い
て
、
指
導
・
徹
底

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
学
校
宿
泊
施

設
、
家
庭
が
確
か
な
信
頼
関
係
の
下
で
密
に

連
携
し
、
保
護
者
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
こ
ど
も

た
ち
が
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
豊
か
な

学
び
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
実
り
あ
る
教
育

活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

佐
藤　
一
郎

�（
東
久
留
米
維
新
の
会
）

東久留米市議会
会議録検索システム

（https://www.city.higashikurume.�
tokyo.dbsr.jp/index.php/）

本会議の進行を務める沢田孝康議長
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